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女性が社会と世界を変える

本学は、学祖である下田歌子が、日本が欧米列強に対
抗し富国強兵策を推し進める中、一般女性こそが、品格
と徳性を持って自活することで社会地位を高め、「天
下」をも動かすことができると信じ、1899年に設立した
実践女学校と女子工芸学校を前身としています。

2019年には創立120周年を迎えますが、「実践」の名
称は、女性の地位向上のためには、実践的な知識・技術
を修得し、実行すること、つまり「実践」こそが重要であ
るという、120年の伝統とともに受け継いできた理念で
もあります。これらを継承し、建学の精神に「女性が社
会を変える、世界を変える」、教育理念に「品格高雅にし
て自立自営しうる女性の育成」を掲げています。現在
は、文学部、人間社会学部、生活科学部の3学部9学科、
収容定員約3,800名、短期大学部は2学科、収容定員360
名の規模となっています。

教学グランドデザイン会議策定答申に基づく 
教育・教育制度改革の推進

2019年には、本学園が創立120周年の節目を迎える
ことから、本学が将来にわたって、いかに社会的責任を
果たしながら教育・研究を発展させていくかを検討す
るべく、2013年5月に常任理事会のもとに教学グラン
ドデザイン策定会議を立ち上げ、若手教職員・卒業生21
名のメンバーで約2年間大学・短期大学部の将来につ
いて議論を交わし、2015年3月に答申が提示されまし
た。その答申を基に、建学の精神と教育理念を再確認
するとともに、4つの具現化策「教育対策」「学生対策」

「入口出口対策」「仕組み・体制」を実現するべく、田島眞
前学長のもと、2015年から教育・教育制度改革をスター
トさせました。

まず、学生、卒業生、教員、企業の4者調査を実施し、
その結果を基に、2016年度には新たな全学ディプロマ・
ポリシー（DP）を含む、3つのポリシーを策定しました。
これらのポリシーを達成するべく、PDCAサイクルを
回しながら、「学位の質保証」を目指す体制の改革を行
っています。

既に、教育改革は、2018年度には新たなDPに基づい

て、各学部のカリキュラムの全面改正を完了しました。
2019年度からは共通教育のカリキュラムを全面改正
し、アクティブラーニングやナンバリングを全学的に
導入して、教育課程編成の体系化を促進する等、着々と
教育改革を実行に移しています。

教育制度改革は、2016年度からはPROGテスト（ジェ
ネリックスキル測定）、2018年度からはカリキュラム・
マトリクスを導入しました。2019年度からは、入試・教
務・就職の基幹システム統合を図り、ポートフォリオ機
能を有した「学生の成長が見える」教育コンテンツの充
実等、現在も改革にまい進しています。このように教
学グランドデザインに基づき、これまで教育・教育制度
改革を積極的に行ってきました。

レディメイド型からオーダーメイド型の 
学生支援へ転換

上述の教育・教育制度改革に加えて、さらに、私が学
長に就任して新たに行う施策があります。入学前から
卒業後まで学生の個性を大切にした個別支援体制

「J-TAS（Jissen-Total Advanced Support）」です。2019
年4月から始動します。

昨年4月に学長に就任した際に学内外に公表した
「2018年度の学長方針」として、“学生第一”を掲げまし
た。これまでは、教員や助手によってきめ細かな支援
体制を実現してきましたが、学生が多様化する中、さら
に学生一人ひとりの個性に合わせた学生支援に一段深
化させることとしました。つまり、レディメイド型から
オーダーメイド型の学生支援に転換を図るということ
です。これが実現できるのは、本学の学生規模と、何よ
りも建学以来の本学の伝統である、きめ細やかなサポ
ート体制への教職員の理解があるからです。まさに、
約120年の伝統の中で育まれ、受け継がれてきた「実践
女子大学の強み」なのです。

教育制度改革で導入したPROGデータの検証結果等
から、本学学生の課題の一つが「自己を正当に評価せず
自信を持てていない」であることが見えてきました。
この解消を本学学生支援の重点課題と定め、正課の授
業の充実に加えて、学生の成長機会である「充実した課
外活動」を教育コンテンツとして学生に提供すること

により、学生の「成長実感と自信の獲得」を支援してい
くこととしました。そのために、これまで学内で行っ
ていた課外活動やボランティア活動情報をシステムで
一元的に集約し、確実に学生に情報を伝える教育コン
テンツ「イベントナビゲーション（仮称）」を開発して
2018年度中に学生に提供を開始します。

また、授業や課外活動での経験をそのままにせず、適
切なリフレクションやレビュー等の機会提供の重要性
も認識しています。学生が学修や活動を振り返り、自
身で経験を顕在化・言語化できるようになることで、成
長を実感し、自信を高められると考えるからです。これ
を実現すべく、職員によるアドバイザー制度、上級生が
下級生に教えるTA・SA制度と学生サポーター制度（仮
称）を順次導入します。これまで主に教員が担ってきた
学生へのリフレクションやレビューを職員、あるいは学
生同士が行えるようにして、教育、支援する仕組みづく
りです。特に、学生サポーター制度の導入は、下級生の
成長のみならず、上級生の成長も期待できます。また、
下級生が次の支援者に育っていくことで、卒業後も学
生のサポート役として、就職してからも、愛校心を持っ
て後輩の支援をする関係性ができてきます。こういう
仕組みが継承されていけば、卒業生の力も活かした学
生支援を可能とする大学に変わっていけると思います。

これら学生支援の仕組みを支えるシステム導入と事
務組織の再構築も進めます。特にシステム導入では、
学生個々人が教育・学修の成果や活動成記録を積み上
げていけるよう、新たな学生カルテ・ポートフォリオシ
ステムも導入し、学生情報の一元化も行い、卒業時には
大学での教育成果や課外活動への参加記録がまとめら
れます。教職員は正課と正課外で蓄積された学生情報
を基に、オーダーメイド型のきめ細やかな修学指導に
活用することで学生が成長実感と自信を得られる学生
支援に転換します。

教育改革・制度改革から始まった一連の教学改革に
よって、これからの社会を生き抜く学生が「実践的」な
教育コンテンツの経験を通して、成長し続けるよう、教
職員が一丸となって支援していきます。学内外の豊か
な人間関係の中で育った学生が「社会を変え、世界を変
える」ことを心から期待します。�
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